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令和５年度重点取組事業案 

 

 

１ プラットフォーム事業「はちのへアート広場」 

１．目 的 

「はちのへ文化のまちづくりプラン」（令和 4年 3月策定）では、文化芸術活動の可能性や効

果を大きく広げるため、多様な主体が自主的に参加でき、対等な立場でゆるやかに連携や協働

ができる八戸ならではのプラットフォーム（※）づくりを目指すこととしています。 

このプラットフォームを「はちのへアート広場」（仮称）と称し、文化芸術を取り巻く環境変

化や、市内外の先進的・特徴的な取組事例などを学びあうことを通して、既存の取組のブラッシ

ュアップや新たな取組について参加者が自ら考える機会とし、参加者相互の交流やネットワー

キングから複数のスモールスタート事業を生み出し、持続可能で幅広い活動につなげていくこ

とを目的として活動します。 

※プラットフォームとは 異なる立場の者やグループを仲介し結びつける土台となる環境のこと 

 

２．参集対象者 

    幅広く市民全般を対象とする活動ですが、具体的には文化芸術活動者（個人・団体）、教育関

係者、福祉関係者、高等教育機関（大学）、地元企業、市民活動団体（文化）、文化芸術活動に興

味のある方、公立文化施設、市文化関係部署を想定しています。 

 

３．内 容 

プラットフォーム「はちのへアート広場」は、セミナー型の「ひろば交流会」と、スモール

スタートから始める実践型の「ひろばプロジェクト」から構成されます。 

初動は市が行い、将来的に官民連携による運営主体の組織化を目指すと共に、「ひろばプロ

ジェクト」の実施について市の財政的な支援を検討します。 

【令和 4年度の主な取組】 

◎キックオフミーティング開催（ひろば交流会初回版） 

①開催日時 令和 5年 3月 25日（土）午前 10時～正午 

②会場   八戸ポータルミュージアム シアター２ 

    ③開催内容  

・「はちのへ文化のまちづくりプラン」と「はちのへアート広場」の概要説明 

・パネリストによるトークセッション テーマ：地域に求められる文化芸術振興の取組 

     ・参加者の交流 

 

【令和 5年度の主な取組】 

◎ひろば交流会開催（年 3回） 

    ①開催時期 令和 5年 4月～12月 3回開催 

    ②開催内容  

・各回とも具体的テーマを設定し、基調講演、事例発表、ワークショップで構成します。 

    ・テーマ案：求められる新たな活動支援／子どもや障がい者を対象とした文化芸術プロ 
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          グラムやアーティストバンク／情報発信力の強化／伝統文化・芸能の継承 

／求められる民間中間支援組織や専門人材／企業メセナ など 

◎ひろばプロジェクトの実施支援 

◎官民連携の運営主体の組織化（市は事務局機能を想定） 

 

【令和 6年度以降】 

◎ひろば交流会開催（年１～３回） 

◎ひろばプロジェクトの実施支援及び事業拡大支援 

 
 
２．文化施設の広報・情報発信業務 

１．目 的 

公共・民間の文化施設で行われる様々な文化プログラムや文化財の周知については、主催者

それぞれが各種のメディアを通して情報発信していますが、プラン策定時のアンケート調査に

よると情報の浸透が不十分であることが見て取れました。 

また、情報の入手手段が、一般（18歳以上）では新聞等の紙媒体が、若年層などではＳＮＳ

などが主な情報入手手段になっており、一般とそれ以外とで二極化していたことから、双方を

対象とした複数の情報媒体によるわかりやすい情報発信を目的に取り組みます。 

 

２．内 容 

【はちのへ中心蔵ウェル】 

    年 4回・季刊（2,5,7,11月）、各回 9万部発行（うち、市内 7万 3千戸（ほぼ全戸配布）に

無料配付）されている、市中心街のランチ・ショッピング・グルメ情報等を掲載した情報誌に

文化情報を掲載する。 

①掲載回数  令和 5年 5月・11月（年 2回） 

②掲載内容  文化施設（公会堂・市公民館・南郷文化ホール・美術館・はっち・ブック 

センター等）のイベント情報ほか 

  【ｗｅｂ】 

現在、各施設ごとに発信している情報を集約した、文化芸術に関する情報のポータルサイト

を立ち上げ、リアルタイムで発信する。 

①発信回数  随時 

②広報媒体  市ホームページ、Twitter、FacebookなどのＳＮＳ 

    ③掲載内容  施設イベント情報、アーカイブ記事など 

 

 

３．更上閣ガーデンレストラントライアル事業 

 １．目 的 

この事業は、更上閣（国登録有形文化財）、及び、更上閣にぎわい広場を市民に広く知って

もらい、日常的な利用促進につなげることを目的に、キッチンカーを活用した実証実験を実施

し、課題等を探るために行います。 

また、「はちのへ文化のまちづくりプラン」に掲載したユニークべニューの取組事例とし
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て、更には、第４期八戸市中心市街地活性化基本計画に歴史的建造物と広場を活用した賑わい

拠点として位置づけ活用を図ることを目指します。 

 

２．内 容 

屋外での飲食に適する時期（春（6月）・秋（10月）を想定）に、更上閣敷地内にキッチン

カーを導入して食事を提供する実証実験を行います。 

また、期間中の夜間（1日）には中心市街地の文化施設（美術館、はっち、マチニワ）にお

いて各施設に合った音楽イベントを同時開催し、来街者による中心市街地の回遊性向上や、ナ

イトタイムエコノミーの可能性を模索するとともに、出店者や利用者からのアンケート結果等

をもとに、令和 6年度以降の貸館や通年事業として施設利活用を目指します。 

  

 【ガーデンレストラン】 

①日程案        令和 5年 6月・10月の 5～7日間程度 

②出店時間       午前 11時～午後 2時（3時間） 

 ③１日あたりの出店数  3～5店舗を想定 

 【音楽イベント】 

①日程案        6月・10月 各 1日 

②開催時間       6月 18時～20時 ／ 10月 17時～19時 

 


